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瀬

彰

弘

法
然
坊
源
空
の
伝
記
は
、
彼

の
残
後
ま
も
な
く
門
弟
等
に
よ
っ
て
書

(1
)

き
始
め
ら
れ
、
も

っ
と
も
古
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る

『
源
空
聖
人

私
日
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
も
の
が
書
か
れ
た
。
然
る
に
親

黛
の
曾
孫

に
あ
た
る
覚
如
は
、
『
拾
遺
古
徳
伝
』
と
い
う
名

の
許

に
源

空
伝
を
書
き
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

『
存
覚

一
期
記
』
に

カ

ノ

ニ

「十
二
歳
正
安
三

冬
比
長
井
道
信
朧
鶴
依
二
黒
谷
傳
九
巻
新
草
所
望
一

ノ

セ

ヲ

フ

在
京
、
伍
大
上
令
レ
草
レ
之
給
、
」
と
語
ら
れ
、
ま
た

『
拾
遺
古
徳
伝
』

(常
福
寺
本
)
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

干
時
正
安
第
三
辟
歳
従
二黄
鐘
中
旬
九
日

至
二大
呂
上
旬
五
日
一首
尾
十
七

箇
日
、
扶
唇
忍
レ
眠
草
レ
之
、
緯
既
卒
爾
、
短
慮
轄
迷
惑
、
紙
謬
胡
靡
レ
期
、

術
乞
、
披
覧
之
宏
才
要
加
二取
捨
之
秀
逸
一耳衡

門
隠
倫
繹
毘
如

三
十
二
歳

こ
れ
ら

の
事
か
ら
、
覚
如
は
長
井

の
道
信
の
所
望
に
よ
り
、
正
安
三

年

(
二
二
〇

一
)
の
十

一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
わ
ず

か
十

七
日
間
に
九
巻
も
の
源
空
伝
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ

の

「拾
遺
」
と
い
う
言
葉
に
注
視
し
、
何
故

こ
れ
ほ
ど
の
短
期
間
に
源

空
伝
を
書
き
表
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
を
考
察
し
、
そ
れ

が
覚
如
の
思
想
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

『
拾
遺
古
徳
伝
』
が
撰
述
さ
れ
る
以
前
の
源
空
伝
を
み
る
と
、
成
立

年
代
の
明
確
な

『
伝
法
絵
』
(本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞

二

一三
七
年
撰
)
を
基

準
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
源
空
伝
の
古
い
も
の
と
し

て

『
源
空
聖
人
私
日
記
』
や

『知
恩
講
私
記
』

な
ら
び
に

『
法
然
上
人

伝
記
』
(醍
醐
本
)
が
あ
げ
ら
れ
、
『伝
法
絵
』
を
は
さ
ん
で
そ
の
後

と

し
て

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
(専
修
寺
本
)
、
『
法

然
上
人
伝
』
(増
上
寺

本
)
、
『
法
然
上
人
絵
』
(弘
願
本
)
、
『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』
(琳
阿
本
)
等

(
2
)

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
立
順
位
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
し
か

し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
は
成
立
順
位
に
注
目
す

る
の
で
は
な
く
、
『
伝

法
絵
』
の
前
後
に
撰
述
さ
れ
た
数
多
く
の
源
空
伝
が

『
拾
遺
古
徳
伝
』

撰
述

へ
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
諸
仏
の
概
略
を
述
べ

な
が
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。

『
源
空
聖
人
私
日
記
』
(
一
巻
)
は
、
浄
土
真
宗
高
田
派
の
専
修
寺
に
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所
蔵
さ
れ
て
い
る
親
鷺
自
筆
の

『
西
方
指
南
抄
』
(三
巻
)
の
う
ち
、
中

末
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
多
く
の
源
空
伝
の
原
形
で
あ
る
と

さ

れ
る
。

ま
た

『
西
方
指
南
抄
』
の
奥

書
に

「康

元
元
年
十
月
十
四

日
、
愚
禿
親
鷺
八
十
四
歳
書
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
源
空
残
後
四
十

五
年
以
前

に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
極
め
て
簡
略
で
あ

る
が
、
「権
化
之
再
誕
」
と
し
て
の
源
空
の
誕
生
よ
り
、
生
家

・
出
家
・

得
度

・
修
学

・
開
宗
等
、
さ
ら
に
源
空
捜
後
に
お
け
る
公
胤

の
霊
夢
に

至
る
ま
で
、
源
空
を
物
語
る
す
べ
て
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
知
恩
講

私
記
』
(
二
巻
)
は
、
他
の
源
空
伝
と
比
較
す
る
と
、
標
題

に
よ

っ
て
も
了
解
で
き
る
如
く

「講
式
」
の
私
記
で
あ
り
、
文
の
型
体

が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
源
空

の
伝
歴
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
表
白

の
上
で
、
「
諸
宗
通
達

ノ
徳
」
・
「
本
願
興
行
ノ
徳
」
・
「
専
修
正
行
ノ
徳
」

の
三
徳
を
讃
嘆
し
て
い
る
。

こ
れ
は
後
に
覚
如
が
著
し
た

『
報
恩
講
私

記
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
奥

書
に

「安
貞
二
年
八
月
十
二
日
以
上
蓮
房
本
書
写
了

沙
弥
信
阿
弥
陀

仏
」
と
あ
り
、
源
空
残
後
わ
ず
か
十
六
年
に
し
て
信
阿
弥
陀
仏
に
ょ
っ

て
書
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
原
本
で
あ
る
上
蓮
房
の
本

は
、
さ
ら
に
古
い
こ
と
に
な
り
、
既
述

の

『源
空
聖
人
私
日
記
』
と
比

肩
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
法
然
上
人
伝
記
』
(醍
醐
本

一
巻
)
は
、
醍
醐
三
宝
院
よ
り
発
見
さ

れ
た
も
の
で
、
二

期
物
語
」
・
「
禅
勝
房

と
の
問
答
」
・
「三
心
料
簡
お

よ
び
法
語
」
・
「
別
伝
記
」
・
「御
臨
終
日
記
」
・
三
昧
発
得
記
」

の
六
篇

よ
り
成

っ
て
い
る
。

そ
の
中
で

「
一
期
物
語
」
は

『拾
遺
語
燈
録
』
所

収
の

『
浄
土
随
聞
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
さ
ら
に

「
禅
勝
房

と

の
問
答
」
、
「
御
臨
終
日
記
」
、
「
三
昧
発
得
記
」
の
三
篇

は
、
『
西
方

指
南
抄
』
所
収

の

「或
人
念
仏
之
不
審
、
望
人
に
奉
二間
一次
第
」
・
「
法

然
聖
人
臨
終
行
儀
」
・
「建
久
九
年
記
」
と
お
の
お

の
同
じ
で
あ
る
。

『
伝
法
絵
』
(本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
四
巻
)
は
、
第

四
巻
の
奥
書
に

嘉
禎
三
年
酊
五
月
に
始
レ之
、
同
十

一
月
廿
五
日
、
於
二相
州
鎌
倉
八
幡
宮
本

社
之
辺
一図
之

鎮
西
筑
前
国
之
住
人
左
兵
衛
尉
源
光
忠
怯
名
観
空
行
年
滑
三

云
々

願
主
沙
門
耽
空
六
十
九

と
記
さ
れ
、
ま
た
第

一
巻
の
第

一
段
に

「
い
ま
先
師
上
人
念
仏
す

ゝ
め

給

へ
る
由
来
を
、
画
図
に
し
る
す
事
し
か
り
、
子
時
嘉
禎
三
年

酊
正
月

廿
五
日
沙
門
耽
空
記
之
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
第
二
巻
の
奥
書
に
次
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

嘉
禎
三
年
酊
十
二
月
廿
五
日
筆
功
巳
畢

此
絵
披
見
之
人
、
奉
レ礼
三
二尊
之
像

其
詞
説
明
之
輩
、
読
二諦
大
経
之
文

願
二身
口
意
之
行
袖
念
二阿
弥
陀
之
名
納
往
生
極
楽
之
志
無
レ
弐
、
勿
レ疑
レ之

也
、
愛
耽
空
執
筆
而
草
二旨
趣
噛
観
空
和
レ墨
摸
二画
図

願
結
二
一
仏
浄
土
之

縁

共
証
二九
品
蓮
台
之
果

乃
至
無
遮
平
等

敬
白

耽
空
在
判

観
空
在
判

内
容
は
上
記
の
三

つ
の
源
空
伝
に
見
ら
れ
な
い
新
し
い
記
事
が
数
多

『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』

の
製
作
事
由

(柳

瀬
)
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く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
法
然

上
人
伝
法
絵
』
(専
修
寺
本
残
欠

一
巻
)
は
、
浄
土
真
宗
高

田

派
の
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
下
巻

の
み
現
存

し

て
い

る
。
そ
の
奥
書
は

「草
本
云

永
仁
四
年
十

一
月
十
六
日
云
々

永
仁

四
年

輌
十

二
月
下
旬
襟
書
写
之
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
筆
跡
か
ら
み
て

顕
智

(
二

一二
六
-
二
一二
〇
)
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
前
述

の

『伝
法
絵
』
と
比
較
す
る
と
、
若
干
省
略
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
ほ
ぼ
同

じ
で
、
む
し
ろ

「
七
箇
条
の
起
請
文
」
に

つ
い
て
の
記
述
な

ど
は
詳
細

で
あ
る
。
ま
た
本
書
に
よ

っ
て
増
補
さ

れ
た
部
分

は
、
「
室

の
泊
に
お
け
る
修
行
者
が
三
心
を
具
す
べ
き
事
に

つ
い
て
の
問
い
に
対

す
る
答
」
・
「
塩
飽

の
地
頭

・
西
仁
が
自
力
他
力

の
事

に

つ
い
て
の
説

法
」
・
「
勝
尾
寺

で
の
聖
覚
に
よ
る
唱
導
の
内
容
」
・
「随
筆
に
対
す
る
教

化
」
等
が
あ
る
。

『
法
然
上
人
伝
』
(増
上
寺
本
残
欠
二
巻
)
は
、
増
上
寺

に
所
蔵

さ
れ

て
お
り
、
時
国
中
陰
の
仏
事
よ
り
大
原
談
義
に
至
る
箇
所
の
み
現
存
し

て
い
る
。

そ
の
構
成
内
容
は
、
『
伝
法
絵
』
と
近
似
し

て
い
る
。
例

え

ば

「時
国
中
陰
」
に
つ
づ
き

「菩
提
寺
入
室
」
・
「
母
子
訣
別
」
・
「
登
山

入
室
」
・
「
出
家
受

戒
」
・
「
青
竜
出
現
」
・
「学

匠
訪

問
」
・
「道

俗
教

化
」
・
「
三
尊
出
現
」
・
「大
原
談
義
」
等
、

い
ず
れ
も

『
伝
法
絵
』
と
構

成
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

一
部
の
記
載
に
つ
い
て
は

『伝
法

絵
よ
り
も
詳
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

『
法
然
聖
人
絵
』
(弘
願
本
残
欠
四
巻
)
は
、
第
二

か
ら
第
三
巻
ま
で

は
堂
本
四
郎
氏
の
所
有
で
、
第
四
巻
は
知
恩
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

弘
願
本
は
、
『専
修
寺
本
』
や

『
西
方
指
南
抄
』

と
合
致
す
る
と

こ
ろ

が
多

い
。
す

な
わ
ち

「
七
箇
条
制
誠
」
の
署
名
者
順

が

『
西
方
指
南

抄
』
と
同
じ
で
あ
り
、
「
自
力
他
力
の
問
答
お
よ
び
三
心
に

つ
い
て
の

問
答
」
は
、
「十

一
箇
条
問
答
」
よ
り
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』
(琳
阿
本
九
巻
)
は
、
『
伝
法
絵
』
に
基
づ
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
増
補
さ

れ
て
い

る
。
例

え
ば

『
伝
法

絵
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

『
女
人
往
生
の
法
談
』
は

『
琳
阿
本
』
に
は

見
出

せ
ず
、
『
伝
法
絵
』
の

「
七
箇
条
の
起
請
文
」
・
「信
空
上
人

こ
れ

を
お
そ
れ
給
ひ
け
る
夜
の
夢
」
な
ど
は

『
琳
阿
本
』
で
は

「
送
山
門
起

請
文
」
・
「
円
明
善
信
上
人
是
を
を
そ
れ
給
ひ
け
る
夜
の
夢
に
」
と
そ
れ

ぞ
れ
書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
源
空
伝
に
対
し
て

『
拾
遺
古
徳
伝
』
を
み
て
み
る
と
、
そ

の
構
成
内
容
か
ら

『
伝
法
絵
』
に
近
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
当
然

の
こ
と
な
が
ら
親
轡
が
書
写
し
た

『
西
方
指
南
抄
』
に
も
依
拠
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
巻
保
延
七
年

の
時
国
夜
討
よ
り
、

そ
の
中
陰
念
仏
報
恩

・
菩
提
寺
入
室

・
母
子
訣
別

・
上
洛

・
登
山
、
第

二
巻
出
家
受
戒

・
皇
円
師
事

・
叡
空
対
面

・
青
竜
出
現

・
暗
夜
放
光

・

保
元
元
年

の
求
法
と
南
都
遊
学
、
第
三
巻
善
導
来
現

(以
上
『伝
法
絵
』

一
)
・
上
西
門
院
説
戒

・
治
承
四
年

の
東
大
寺
大

勧
進
辞
退
、
第

四
巻

大
原
問
答

(
こ
の
一
段
は

『伝
法
絵
』

一
)
、第
五
巻
清
水
寺
説
戒

・
勢
至

行
道
、
第
六
巻
七
箇
条
起
請
文

・
頭
光
踏
蓮

(
以
上

『伝
法
絵
』
二
)
、
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第
七
巻
室
泊
遊
女
教
化

・
塩
飽
庄
到
着
、

第
八
巻
勝
尾
隠
棲

・
京
洛
還

帰

・
大
谷
坊
居
住

(以
上

『
伝
法
絵
』
三
)
・
往
生
、
第
九
巻
中
陰
法
要
・

廟
堂
破
邪

・
改
葬
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
拾
遺
古
徳
伝
』
も
上
記

の
源
空
伝

と
比
較
し
て
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
い
よ
う

に
み
え
る

が
、
『拾
遺
古
徳
伝
』
の
み
親
鷺

に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
記
載
し

て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
前
略
1

こ

」
に

一
人

の
貴
禅

と
き
に
範
宴
小
納
言
の
き
み
い
ま
善
信
上
人

こ
れ
な
り
い
み
な
親
黛
も
と
慈
鎮
和
尚
の
門
弟
.叡
岳
の

交
衆
を
や
め
、
天
台
の
本
宗
を
さ
し
を
き
て
、
か
の
門
下
に
い
り
て
そ
の
口

決
を
う
く
。
そ
の
性
岐
疑
に
し
て
聖
人
甘
心
き
は
ま
り
な
し
。
と
き
に
建
仁

元
年
酔
の
こ
ろ
な
り
。
今
年
聖
人
六
十
九
歳
、
善
信
聖
人
二
十
九
歳

(六
巻

第
一
段
)

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
は
月
輪
の
禅
定
博
陸
の
告
命
に
よ
り
て
元
久
元
年

き

の
え

ね

の
は
る
聖

人
撰
集

し
た
ま

ふ
1

中
略
-
し

か

る
に
元
久
二
年

き
の
と
の

う
し

善
信
聖
人
恩
恕
を
蒙
て
『選
択
集
』
を
書
写
し
た
ま
ふ
撰
募
彦
復
こ
れ
最
初
な
り
お
な
じ
き

と
し
初
夏
仲
旬
第
四
日

「選
択
本
願
念
仏
集
」
の
内
題
の
字
、
な
ら
び
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
と
、
釈
の
紳
空
外
題
し
た
の
の
字
と
を

ば
聖
人
真
筆
を
も
て
か
ゝ
し
め
た
ま
ひ
き
、
こ
れ
を
授
与
し
た
て
ま
っ
る
。

善
信
聖
人
お
な
じ
き
日
、
聖
人
の
真
影
ま
う
し
あ
つ
か
り
て
図
画
す
、
允
容

に
よ
り
て
な
り

(六
巻
第
四
段
)

こ
の
中
で
二
つ
目
の
記
載
内
容
は
、
ま
さ
し
く
親
攣
の
主
著

『教
行

信
証
』
「後
序
」
の
文
で
あ
る
。
覚
如
が
敢
え
て
源
空
伝

の
中

に
親
鷺

の
物
語

っ
た
数
少
な
い
史
実
を
加
え
た
の
に
は
如
何
な
る
理
由
が
あ

っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
覚
如
は

『
拾
遺
古
徳
』
伝
を
撰
述
す

る
六
年
前
に
親
黛

の
伝
記
で
あ
る

『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』
を
撰
述
し
て

い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
覚
如
に
は
親
黛
こ
そ
が

浄
土
宗

の
第

一
の
継
承
者
で
あ
り
、
正
統
性
を
ひ
く
人
間
で
あ
る
こ
と

を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

『
拾

遺
古
徳
伝
』
の
撰
述
が
必
然
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
覚
如
の
こ
の
思

想
は
、
後

に
本
願
寺
を
中
心
と
し
た
真
宗
教
団
の
統
制
を
実
現
す
る
た

め
の
方
法
論
の
根
底
に
脈
々
と
生
き
つ
い
て
い
く

の
で
あ

る
。
彼

は

『
口
伝
砂
』
の
中
で
法
然
-
親

鷺
-
如

信

の
い
わ
き
る

「
三
代
伝
持
」

を
提
唱
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
覚
如
自
ら
が
法
脈

・
血
縁

の
両
面
に

亘

っ
て
正
統
性
を
引
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
た
か

っ
た
の
で
あ

る
。

し
た
が
っ
て
、
法
然
-
親

攣
-
如

信

の

「
三
代
伝
持
」

の
提
唱

は
、
親
鷺
-
如

信
-
覚

如
の
主
張

の
あ
ら
わ

れ

で
あ
っ
た
と
思

わ
れ

る
。1

細
川
行
信
氏

「源
空
の
浄
土
開
宗
と
門
下
の
分
流
」
(大
谷
大
学
研
究

年
報

Z
o
.
3
4
)

2

細
川
行
信
氏
、
田
村
圓
澄
氏

(『法
然
上
人
伝

の
研
究
』)
、井
川
定
慶

氏

(『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』)
等
、

(大
谷
大
学
大
学
院
修
了
)

『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』

の
製

作
事
由

(
柳

瀬
)
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